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研究成果の概要（和文）：　数学教育における学力論についての新しい展望を得るために，戦後のわが国の算数・数学
学力調査や国際学力調査PISA等の実施の経過と成果を把握し，各種学力調査の実施の意義と限界，および児童・生徒の
学習状況について得られた知見を総合的に検討し，今日の数学教育の現状と課題を踏まえた算数・数学調査の枠組みを
検討した。
　その結果，数学的リテラシー論が提起する新しい展望や数学の言語性を視野に入れた言語活動等の視点から，学力調
査で意図されてきた評価のねらいと方法が変化していることが確認され，わが国の算数・数学の学力調査においても，
「数学的方法」に関する評価への一層の焦点化が必要であることが指摘された。

研究成果の概要（英文）：The current study examined the trends and issues in the assessments of academic 
achievement in mathematics education. The study examined frameworks and assessment items in the past 
large-scaled assessments such as national assessment of academic achievement in Japan and OECD/PISA. 
Also, results and findings of past large-scaled assessments were reviewed to identify students' 
difficulties in each area in mathematics. The study identified the sifts in the perspectives on the 
nationwide assessments derived from a literacy perspective and directed toward competency-based test 
design in mathematics eduction. It was proposed that more efforts are needed to focus more on 
"mathematical methods", process aspects, in students learning.

研究分野： 教科教育学
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１．研究開始当初の背景 
 平成 19 年度から実施されている全国学
力・学習状況調査（以下，「全国調査」）は，
教科に関するペーパーテストと生活習慣や
学習環境に関する質問紙調査を通して，児
童・生徒の学力の現状と課題，学習状況等を
明らかにしてきた。また，この調査は，過去
の教育課程実施状況調査や「特定の課題」に
関する調査とは異なる目的の下，算数・数学
学習における基盤的事項に関する実践上・研
究上の様々な課題を浮き彫りにしてきた。 
 このような状況下，数学教育研究の立場か
らは，今日的教育課題と学習指導要領の趣旨
を反映し，知識・技能を様々な文脈で活用す
る能力の評価問題や言語による説明を中心
とする記述式評価問題等を出題する調査の
設計とその意義について，数学的リテラシー
論等の新しい立場からの学力論の再構築が
必要な状況にあった。実際，全国調査の算
数・数学の枠組みが多くの特徴を共有する
OECD/PISA の数学調査は，現実事象を数学化
する過程を根底に据え，この過程で用いられ
る様々なコンピテンシーを評価しようとす
るものであり，過去の全国調査の結果を把握
した上で，この立場から数学の学力の捉え方
自体を再検討する必要があった。さらに，学
力の国際調査，国内の大規模学力調査等，重
層的に行われる学力調査の目的と方法を整
理し，新しい時代にふさわしい学習指導の改
善に向けた評価システムを再構築する必要
があると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，我が国でこれまでに実施されて
きた算数・数学に関する大規模学力調査の設
計と分析手法，及び得られた知見等について
総合的に考察し，算数・数学教育の現状と課
題を踏まえて数学教育における学力論を再
構築し，重層的かつ多面的な学力調査の新た
な枠組みと手法を提示するとともに，学力調
査の結果を活かした指導改善のあり方を提
言することを目的として実施した。 
 
３．研究の方法 
 上記の目的を達成するために，研究代表
者・分担者の数学教育研究者に加え，教育政
策担当者及び学校現場の教員からなる研究
協力者グループを組織し，次のような４つの
事項への取り組みを中心に，４年計画による
総合的研究を展開した。 
(1) 算数・数学学力調査の枠組みの構築 
（1-1）我が国の算数・数学学力調査の総合
的考察 
（1-2）大規模国際学力調査の枠組みと問題
開発過程の分析 
（２）新しい調査手法と評価システムの考案
及びその試行 
（３）調査結果に基づく学習指導の改善のあ
り方の提案とその実践的検討 
 

４．研究成果 
(1) 本研究では，戦後の算数・数学学力調査
の実施の経過と成果を把握し，各種学力調査
の実施の意義と限界，および児童・生徒の学
習状況について得られた知見を分類整理し
て総合的に検討し，今日の数学教育の現状と
課題を踏まえた算数・数学調査の枠組みを検
討した。その中で，数学的リテラシー論が提
起する新しい展望や数学の言語性を視野に
入れた言語活動等の視点から，学力調査で意
図されてきた評価のねらいと方法が変化し
ていることが確認された。また，OECD/PISA
や TIMSS等の大規模国際学力調査の調査問題
作成の枠組みを分析するとともに数学的内
容，数学的方法，及び問題の文脈の３つの観
点から，具体的な調査問題の検討も含めて，
我が国の学力調査の問題作成の枠組みとの
比較を行った。このような検討の結果として，
我が国の算数・数学の学力調査においても，
数学的方法に関する評価への一層の焦点化
が必要であることが指摘された。 
 
(2) 全国調査の数学の調査枠組みに示され
た数学的なプロセスのうち，「知識•技能など
を実生活の様々な場面で活用する力」（α）
や「様々な課題解決のための構想を立て実践
し評価改善する力」（β）に対し，「他の事象
との関係をとらえること」，「複数の事象を統
合すること」，「多面的にものを見ること」等
のγに関する出題に課題がみられることを
指摘した。この点については，調査において
複数の事象の間の関係を考察する場面では，
それらの事象自体の提示が必要になり，その
ためには，生徒に求める文章量や情報量が増
大することが予想されること，一つの事象を
多面的に見る場合にも，その視点が問題とな
って，小問間の関係が従属的になる可能性が
大きいとみられること等を指摘した。そして，
新しいタイプの出題形式について開発する
ことの必要性を指摘した。例えば，過去の教
育課程実施状況調査を補完する形での学力
の精査を意図した「特定の課題に関する調
査」で実施されたように，このような観点か
らの出題や，全国調査で浮き彫りにされた生
徒の状況をさらに精密に調べるための新し
い調査の実施のあり方を提案した。 
 
(3) 学力調査を生かした学習指導の改善の
あり方について，学習指導の試行を行うとと
もに，教材開発の視点と学習指導の展開にお
ける論点を提示した。すでに，これまでに行
われて来た各種学力調査の結果，学習指導上
の課題が明らかになってきているが，そのよ
うな調査結果に基づく指導の改善のあり方
について，評価問題とその解答類型を生かし
た学習指導の指針，及び教材選択の視点の提
示を行うこと，また，その指針と視点に基づ
いて，学力調査問題を活用した教材集，指導
事例集を作成した。具体的には，全国調査の
活用の問題を生かした学習指導の例として，



「塵劫記」の問題を取り入れた授業実践とそ
の評価や「賞品当てゲーム」の問題を用いた
授業改善のあり方の提案をした。これらの成
果については，下記の(5)に示す日本数学教育
学会誌における「学力調査」特集号に掲載さ
れている。 
 
(4)上記の一連の成果を導く過程で，戦後の
算数・数学学力調査の実施の経過と成果を把
握し，各種学力調査の実施の意義と限界，お
よび児童・生徒の学習状況について得られた
知見を分類整理して総合的に検討した。特に，
「特定の課題に関する調査」の枠組みと調査
結果，OECD による PISA の数学的リテラシー
の評価の枠組みと全国学力・学習状況調査の
枠組みを対比し，これらの調査における評価
の次元を比較検討した。また，調査から明ら
かになってきた児童•生徒の学習上の困難点
について生さした。さらに，過去の教育課程
実施状況調査，全国学力・学習状況調査の算
数・数学問題について電子化し，データベー
スを作成した。 
 
(5)以上の結果について，日本数学教育学会
春期研究大会において「数学教育における学
力論の再構築」と題する創成型課題研究のシ
ンポジウムを開催するとともに，日本数学教
育学会誌で「学力調査」に関する特集を編集
し，調査の枠組みの考察，今後の新しい評価
手法の展望，調査における「活用」の問題を
用いた学習指導の改善とその評価に関する
論文を掲載した。 
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